
１．はじめに 

災害発生後は，大きく初動段階，応急段階，復興・

復旧段階へと対策が遷移していく中で，可能な限り

早い段階で広域かつ多彩な被災状況を収集し，情報

を整理していくことが重要である．

筆者らは被災地の広域３D モデルの早期提供を目

標に，航空オブリーク画像を用いた SfM 処理の分割

（四俣ら（2020））・並列処理による高速化（四俣ら

（2021）），3DモデルデータのDB格納（田中ら（2020））

等を検討し，従来手法で約 20 日程度必要だった 3D

モデル作成処理を半日程度までの短縮を実現できる

実証実験用システム（藤原ら（2021））を開発した．

本稿では，実際の災害時に当該システムを用いて

行った実証実験について報告する．実証実験の目的

は，広域 3D モデル高速作成の有用性検証と，災害

時にシステムを確実に運用するための業務フロー最

適化の確認である．

２．実証実験 

2.1．目的

実証実験の目的は，下記の２項目とした．

① 広域 3D モデル高速作成の有用性検証

（処理速度の確認，3D モデル上での被災状況の把

握可能レベルの確認）

② 業務フロー最適化の確認

（事前に最適化した業務フローの検証と課題抽出、

所要時間計測）

2.2．実施条件と範囲

実施条件は，大雨や地震等により都市の３次元形

状に変化を及ぼすような状況（土砂災害，建物損壊

など）が発生した場合とし，時期は 2022 年の出水期

に該当する 6 月から 9 月を目安とした．

実施範囲は，データ取得（航空撮影）から前処理

を経て３D モデルを作成，関係者がブラウザで閲覧

できるまでとした．
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2.3．業務フロー最適化，実施環境

各工程の業務フロー最適化には Microsoft Project 

を利用し，工程間の依存関係を明らかにしつつ全体

の処理時間を最小化する方向で実施した．Microsoft 

Project の実際の画面を図１に示す．

図１ 業務フロー最適化検討 

（実際の Microsoft Project 画面） 

実施体制は，研究開発プロジェクト専用の高性能

処理環境と，筆者らの所属企業の業務用設備を使用

した．業務用設備を使用した範囲においては，イン

フラの関係で最適化されていない部分がある．具体

的には航空機の機体数と事前配置，生産拠点配置，

インターネット専用線，第三者ソフトウェアのライ

センス数等である．

３．結果 

3.1．概要

令和４年７月 12 日の大雨による被害を対象に実

施した．一連のタイムラインを表１に示す．

3D モデルの作成対象範囲を図２に示す．対象範囲

は報道情報，SNS 情報，ハザードマップを参考に決

定した．

表１ タイムライン

日

付

実施内容 時刻 所要

時間開始 終了

7/13 情報収集，航空機手配（地方空港から空輸）

15 飛行申請，航空機スタンバイ完了

18 航空撮影 9：55 11:50 1h55min

伝送① 13:48 16:14 2h26min

処理 A 18:24 翌 16:05 21h41min

19 伝送② 0:52 15:59 15h7min

伝送③ 8:28 翌 02:03 17h35min

20 確認・設定 2:03 4:07 2h4min

3D 作成① 4:11 13:06 8h55min

3D 作成② 17:38 翌 01:48 8h10min

伝送①：航空機搭載用 HDD から空港ローカルサーバへコピ

ー，更に専用ネットワーク回線で事務所 A へ伝送

処理 A：外部ライセンスを要する処理のため事務所 A で実施

伝送②：事務所 A から同 B へ専用ネットワーク回線で伝送

伝送③：事務所 B からレンタルサーバへ公衆回線で伝送

確認・設定：レンタルサーバ上の設定作業

3D 作成①・②：レンタルサーバ上で分散並列処理 

図２ 3D モデル作成の対象範囲

（実際のシステム画面．背景は地理院タイル）

3.2．航空撮影（データ取得）

航空オブリークセンサ（Leica 社 RCD30 Oblique）

を搭載した小型航空機（セスナ T206H 型）を調布空

港にて待機させ，気象条件が好転した 7 月 18 日に

撮影を実施した．撮影対象面積は約 55 平方 km，地



上解像度は 10cm とした．

3.3．3D モデル作成処理

SfM 処理の分割によって実現できるユースケース

の一例として，一部地域の先行処理・先行公開を実

施した．具体的には対象範囲を大きく 2 分割し，埼

玉県ときがわ町の一部と越辺川流域の一部を先行処

理対象（図２ メッシュが黒色の部分）に設定した。

3.4．成果（3D モデル）

報道情報によって事前位置を把握できていた土砂

崩１箇所について，3D モデル上で被害が判読できた

（図３）．

図３ 土砂崩 3D モデル（左：俯瞰，右：横視点）

地名のみが報道されており位置が把握できていな

かった土砂崩１箇所について，3D モデル上でそれら

しき被害が判読できた（図４）．3D モデル上で簡易

計測したところ，土砂崩の規模は概ね 30 平方メー

トル四方であった．

図４ 土砂崩 3D モデル（数値は簡易計測値）

事前に把握していなかった倒木被害について，3D

モデル上で判読できた（図５）．倒木の全長は３D モ

デル上の簡易計測で約 15 メートルであった．但し，

この倒木が観測対象の大雨によるものかどうかは未

確認である．

図５ 倒木 3D モデル

４．考察 

4.1．所要時間

① 3D モデル作成の所要時間

先行処理対象の 3D モデル作成に要した時間は約

９時間であった．当然処理時間は対象面積によって

変動するが，分散並列処理環境の処理ノード数を増

やすことで処理性能はスケール可能である点を考慮

すると，システムの処理性能としてはプロジェクト

発足時の目標である約半日以内の処理が実現できた

と考えることができる．

② 撮影待機時間

航空撮影実施は大雨災害の 6 日後となった．この

うち前半 2 日間は機体の手配にかかった日数であり，

専用機体を確保し，適切に配置することである程度

の短縮が可能と考えられる．

一方で後半 3 日間は悪天候による待機にかかった

日数であった．悪天候による待機は，

4.2．3D モデル上での被災状況の把握



事前に報道情報等で把握していた災害箇所（図３，

図４）について，3D モデル上での判読が可能であっ

た．事前に把握してなかった災害箇所（図５）を 3D

モデル上で目視で検出することができた．

4.3．業務フロー最適化の確認

事前に最適化した業務フローについて，運用面で

はスムーズに実行することができた．一方でデータ

伝送時間の長さは今後の課題と言える．

５．おわりに 

広域 3D モデル高速作成の有用性としては，目視

による検証のみではあったが現地の様子を直感的に

確認する用途なら十分有用な成果を得たと考えられ

る．特に約 30 メートル四方の小規模な土砂災害が

判別できた点においては，国土交通省（2018）によ

れば同規模の土砂移動は SAR 画像での検出率 0.0%

に相当する点からも，災害情報収集に新たな手段を

提案できた点において有用な成果であったと考えら

れる．今後は，複数時点の 3D モデルの比較や AI 技

術の活用，他データと組み合わせた分析を検討し，

さらなる速報性と情報有用性の向上を目指したい．

業務フローの最適化確認については，今回の実証

実験の環境条件の下では一定の最適化が実施できて

いたと考えられる．業務用設備を使用して実証実験

を行った部分については，システム実用化の機会等

に併せて適切な環境整備を検討したい．
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